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櫃
島
地
域
間
交
流
施
設
が
５
月
19
日

に
完
成
し
ま
し
た
。
広
く
島
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
間
交
流
の
促
進
と
農
産

物
の
付
加
価
値
の
向
上
、
耕
作
放
棄
地

の
防
止
、
農
業
者
の
生
き
が
い
対
策
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
体
験
型
教
育

旅
行
」
の
受
け
入
れ
等
を
計
画
し
て
い

育
成
に
関
す
る
こ
と
、
⑥
健
康
増
進
お
よ

び
食
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
⑦
環
境

対
策
に
関
す
る
こ
と
、
⑧
高
齢
者
お
よ
び

障
が
い
者
支
援
に
関
す
る
こ
と
、
⑨
防
犯

お
よ
び
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
、
⑩
市

政
情
報
の
発
信
に
関
す
る
こ
と
、
⑪
こ
の

ほ
か
、
地
域
社
会
の
活
性
化
お
よ
び
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

　

取
り
組
み
の
第
１
弾
と
し
て
電
子
マ

ネ
ー「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」

を
、
８
月
３
日
か
ら
県
内
の
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
計
34
店
で
発
行
し
ま

し
た
。

　

イ
オ
ン
の
電
子
マ
ネ
ー
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」

を
活
用
し
、
収
益
の
一
部
が
地
域
活
動
に

活
用
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
、全
国
で
39
枚
目
、

山
口
県
で
は
初
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
土
塀
越
し
に
見
え
る
夏
み

か
ん
を
背
景
に
し
た
萩
の
観
光
地
の
イ
ラ

　

市
で
は
、
８
月
２
日
、
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
ザ
・
ビ
ッ
グ
萩
店
」
の

経
営
母
体
で
あ
る
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
株
式
会
社

（
岩
本
隆た
か
お雄

代
表
取
締
役
社
長
）
と
、
市
の
一
層
の
地
域
振
興
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
協
働
し
て
取
り
組
む
た
め
、
社
会
貢
献
、
地
域
防
災
な
ど
11

項
目
に
つ
い
て
、
地
域
貢
献
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

マックスバリュ西日本の岩本隆雄社長（左）と野村市長

電
子
マ
ネ
ー
の
利
用
額
の
一
部
を
市
に
寄
付

ス
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
内
販
売
所　

萩
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
、
萩
市
観
光
協
会

　

こ
の
カ
ー
ド
は
全
国
の
イ
オ
ン
グ
ル
ー

プ
や
加
盟
店
な
ど
約
11
万
を
超
え
る
店
舗

で
利
用
で
き
、
利
用
金
額
の
0.1
％
が
、
毎

年
イ
オ
ン
か
ら
萩
市
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を
「
あ
な
た
の
ふ

る
さ
と
萩
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
軸
で
あ
る
「
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
構
想
」
の
推
進
に
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

が
り
ま
し
た
。

【
施
設
概
要
】
木
造
平
屋
建
て
91
・
９

㎡【
総
事
業
費
】
約
２
１
７
０
万
円
（
う

ち
国
の
補
助
７
０
０
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

■櫃島　萩市の沖合約 10㎞に浮かぶ離島。葉た
ばこや玉ねぎの畑作を中心とした農業経営が行わ
れていますが、農業後継者が不足しています。人
口は現在７人で、本土から通勤しての営農活動も
行われています。離島航路が開設されておらず、
島民等が本土との輸送を行っています。

ま
す
。
宿
泊
体
験
が
で

き
る
施
設
と
し
て
、
研

修
室
や
作
業
体
験
室
・

風
呂
等
を
備
え
て
い
ま

す
。

　

８
月
６
日
に
は
、
紫

福
小
学
校
の
３
・
４
年

生
の
学
級
活
動
を
受
け

入
れ
、
約
30
人
の
親
子

が
施
設
を
利
用
し
ま
し

た
。
櫃
島
の
自
然
を
満

喫
し
、
夏
休
み
の
楽
し

い
思
い
出
づ
く
り
に
繋

①
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
た
地
域
振
興

と
社
会
貢
献
に
関
す
る
こ
と
、
②
緊
急
時

災
害
支
援
に
関
す
る
こ
と
、
③
地
産
・
地

消
に
関
す
る
こ
と
、
④
地
元
雇
用
の
促
進

に
関
す
る
こ
と
、
⑤
児
童
・
生
徒
の
健
全

マックスバリュと
地域貢献連携協定を締結

地
域
貢
献
連
携
協
定
事
項

ご
当
地
電
子
マ
ネ
ー
「
萩
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ

（
ワ
オ
ン
）」
を
発
行

電
子
マ
ネ
ー
の
利
用
金
額

0.1
％
が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
す
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萩
夏
ま
つ
り
も
例
年
以
上
の
人
出

で
賑
い
を
見
せ
、
続
く
七
夕
ま
つ
り

も
終
り
、
お
盆
の
行
事
へ
と
移
る
。

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

夏
休
み
も
半
分
以
上
が
過
ぎ
て
し
ま

い
そ
ろ
そ
ろ
夏
休
み
の
宿
題
・
課
題

が
気
に
か
か
る
頃
。

　

さ
て
こ
の
夏
休
み
行
事
の
中
で
嬉

し
か
っ
た
こ
と
２
点
。
ひ
と
つ
は
夏

ま
つ
り
や
砂
の
芸
術
祭
は
じ
め
各
行

事
に
小
中
学
生
の
多
く
の
参
加
が
見

ら
れ
た
こ
と
。

　

今
ひ
と
つ
は
ラ
ジ
オ
体
操
。
無

田
ヶ
原
地
区
の
体
操
会
場
の
ひ
と
つ

は
椿
東
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
児
童
と

当
番
の
保
護
者
と
小
子
も
含
め
た
年

配
者
を
含
め
毎
朝
50
人
前
後
の
参
加

者
が
あ
る
。
例
年
だ
と
夏
休
み
開
始

時
は
、
児
童
の
体
操
の
様
子
は
見
る

の
も
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
状

態
。
し
か
し
今
年
は
例
年
と
異
な
り

毎
朝
校
長
先
生
が
会
場
に
来
ら
れ
、

自
ら
範
を
示
し
な
が
ら
指
導
。
児
童

は
列
を
揃
え
規
律
正
し
く
体
操
を
展

開
。
今
ま
で
に
な
い
光
景
。
後
半
は

各
地
区
を
巡
回
さ
れ
る
由
。
運
動
会

で
の
体
操
を
見
る
の
が
楽
し
み
だ
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.76

　

７
月
18
日
、「
東
日
本
地
震
災
害
を
救

援
す
る
萩
市
の
会
」（
会
長
：
野
村
萩
市
長
、

市
内
３
４
４
団
体
）
で
は
、
菅か
ん
け家

一い
ち
ろ
う郎

会
津
若
松
市
長
を
萩
市
に
お
迎
え
し
、
Ｊ

Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
本
所
で
、
被
災
者
の
受

け
入
れ
状
況
や
原
子
力
災
害
に
伴
う
風
評

被
害
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
「
福
島
の
現

状
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
先
立
ち
、
菅
家
市
長
（
８
月

６
日
任
期
満
了
に
よ
り
市
長
退
任
）
は
、

白
虎
隊
自じ
じ
ん刃

の
石せ
き
は
ん
ず

版
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
唐か
ら
ひ樋
地
蔵
堂
を
訪
れ
、
供
養
し
て
い
る

地
元
町
内
会
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、「
市
民
の
会
や
萩
市
か

ら
の
見
舞
金
（
総
額
２
３
５
０
万
円
）
を
、

大
熊
町
な
ど
沿
岸
部
か
ら
の
避
難
者
を
受

け
入
れ
る
避
難
所
運
営
等
に
活
用
し
、
救

萩高校合唱部

唐
樋
地
蔵
堂

菅家会津若松市長

　

報
告
会
冒
頭
で
は
、
萩
高
合
唱
部
が

特
別
参
加
し
、
２
０
０
６
年
の
「
国
民

文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
」
で
福

島
県
立
会
津
高
校
と
合
作
（
作
詞
：
会

津
高
校
、
作
曲
：
萩
高
校
）
し
た
「
友

情
〜
時
を
越
え
て
今
」
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

萩
高
合
唱
部
は
、
福
島
市
で
８
月
５

日
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」
に
参
加
し
、
会
津
高
校
合

唱
部
と
合
同
で
「
友
情
」
を
合
唱
し
ま

し
た
。

援
物
資
も
必
要
な
も
の
を
適
切
に
送
っ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
萩

市
民
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
と

と
も
に
、「
懸
念
さ
れ
る
放
射
能
に
つ
い

て
は
、
会
津
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、

水
も
空
気
も
農
産
物
も
安
全
で
す
。ぜ
ひ
、

萩
の
皆
さ
ん
も
安
全
な
会
津
に
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
風
評
被
害
防
止
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
に
は
、
篤と
く
し
か

志
家
の
寄
付

で
設
け
ら
れ
た
萩
図
書
館
の
会
津
コ
ー

ナ
ー
や
、
会
津
出
身
で
後
に
東
京
帝
国
大

学
総
長
と
な
る
山
川
健
次
郎
を
養
育
し

た
、萩
藩
士
奥
平
謙け
ん
す
け
輔
の
墓
（
大
照
院
内
）

を
参
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
２
５
６
９
）



市報HAGI●2011（平成23）年８月15日号 4

地域
答申内容（要約）

市の対応策及び支援策
課題 課題の解決に向けて

市民自らができること

田
万
川
地
域

①地域活力を呼び戻すため、自治会連合
　組織を結成し、自治会単位または団体
　単位で「花咲く地域づくり」を実施する。
　また、地域内の通り・坂・広場等に施
　設紹介看板を設置する。

②耕作放棄地対策として、ほ場整備等の
　条件整備を行い集落営農組織を設置し
　て管理していく。

❶【地域政策調整課】住民による自主的なコミュニティ
　活動の推進を図るため、地域コミュニティ組織に対し
　て「魅力ある地域づくり交付金」を交付するとともに、
　情報提供や活動に対する助言等を行い、地域コミュニ
　ティ組織による地域づくりや地域の課題解決に向けた
　活動を支援しています。
❷【農政課】耕作放棄地防止対策として、中山間地域等
　直接支払制度、農地・水環境保全向上対策などにより
　条件不利地の農業維持を支援しています。また、山口
　県萩農林事務所やＪＡあぶらんど萩と連携して農業後
　継者及び集落営農組織の育成に取り組んでいます。

む
つ
み
地
域

　ボランティアによる地域バスの運行お
よび会員制による地域バスの運行など、
民間で取り組むことができないか、調査・
研究する。

【商工課、むつみ総合事務所】町内会や自治会等の運営
による地域バス等を導入される場合は、支援について検
討します。また、公共交通機関の効率的・効果的な乗り
継ぎ等について調査します。

須
佐
地
域

　複数集落で構成した地域防災体制の整
備推進（災害時要援護者への支援体制づ
くり）
◦一人暮らし高齢者、障がい者等要援護
　者の生活状況を常時把握する。
◦災害時におけるリーダー（避難支援者
　等）の役割分担等を徹底する。
◦自主防災組織の結成（モデル地区の先
　行的取り組みを進める）。

【福祉課】災害時要援護者情報及び緊急通報登録者情報
などを自治会等に提供し、地域の見守り活動を支援しま
す。

【須佐総合事務所】「要援護者リストデータベース化事業」
を活用し、地域の実態に応じた見守りプランの作成を推
進するとともに、民生委員・福祉員・行政推進員等との
連携により「見守りネットワーク」づくりを推進します。

【防災安全課】地域の要望に応じて防災訓練や自主防災
組織の結成についての助言や防災出前講座の開催などの
支援を行います。また、資機材の整備については、自治
総合センターの補助の活用を図ります。

旭
地
域

①「ふれあい・いきいきサロン」を全地
　区で開催するため、サロンリーダーの
　育成を行う。

②仲間づくりのため、常日頃から互いに
　声を掛け合う。

【福祉課、介護保険課】「ふれあい・いきいきサロン」で
は、家に閉じこもりがちな高齢者の方などが定期的に集
まり、仲間づくり・生きがいづくり・介護予防などが行
われ、参加者とボランティアが自主的に運営を行ってい
ます。
　平成 23 年６月末現在、市内で 93 か所のサロンが運
営されています。市では社会福祉協議会と連携し、サロ
ンの立ち上げや運営を支援します。

福
栄
地
域

①買い物支援
◦カタログ注文による個別配送 ( 生協等）
　や移動販売車を利用する。
◦有償ボランティア制度の利用を検討す
　る。

②通院支援
◦萩地域への通院を容易にするため、自
　家用車の相乗り等による高齢者の移動
　手段を検討する。

【福祉課、介護保険課】介護保険制度による介護サービ
ス及び高齢者福祉サービスにより各種の生活支援を行っ
ています。また、社会福祉協議会やシルバー人材センタ
ーでも買い物代行など有償によるサービスを提供してい
ます。

【福栄総合事務所、商工課】買い物や通院に利用しやす
いように、ぐるっとバスの運行体系の見直しを行います。
また、町内会等による便乗制度等を導入される場合は支
援します。
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　市では、平成 18 年５月から、住民の意見を行政に
反映し、地域の実情に応じた施策を効果的に推進する
ため、合併前の市町村の区域ごとに地域協議会を設置
し、地域の特性を活かしたまちづくりを進めています。
　現在の地域協議会は３期目で、昨年度、市長から「高
齢化社会における地域住民の役割について」諮問を受
けました。各協議会では、「過疎化とともに、高齢化
が急速に進み、小規模高齢化集落が増加する中で、高

齢者が元気に生き生きと暮らせる地域づくりのため
に、市民自ら出来ることはないか」をテーマに審議し、
２月から３月に答申を行いました。その後、市の対応
策をまとめましたので、抜粋をお知らせします。
　なお、各地域の答申内容や市の支援策・対応策等に
ついては、市ホームページ、市役所本庁市政情報コー
ナー、総合事務所の情報閲覧コーナーにおいて、すべ
てを閲覧することができます。

地域
答申内容（要約）

市の対応策及び支援策
課題 課題の解決に向けて

市民自らができること

萩
地
域

　高齢ドライバーの安全意識の高揚に努
め、乗合タクシーの導入の検討、既存バ
ス路線の存続や周辺部へのコ－ス変更を
要望する。

【防災安全課】高齢者の関わる死亡事故が多く発生して
いることから、引き続き交通安全啓発を行っていきます。

【商工課】まぁーるバス・ぐるっとバスの利用促進に努
めます。また、町内会等の運営による便乗制度や乗合タ
クシーを導入される場合は支援します。

①仕事や趣味等を通じて外で活動できる
　環境をつくる。また、芸術鑑賞・音楽
　鑑賞等のイベントを開催し、外出を控
　える高齢者へ声掛けを行う。

②学校行事や放課後子ども教室への参加
　など、子どもが高齢者から学べる場を
　つくる。

❶【文化・生涯学習課】市美展や市民音楽祭、生涯学習
　発表会等を毎年開催し、広く市民に出品、出演、参加
　を呼びかけています。また、子ども教室の指導や雑学
　セミナー等講師など高齢者の経験をいかした教室やセ
　ミナーを実施しています。

❷【学校教育課】地域と一体となった学校づくりを進め
　るため、椿西小と田万川中をコミュニティスクールに
　指定しており、今後も指定校を増やす予定です。また、
　学校によっては、地域の高齢者が授業や行事に参加し、
　学校支援ボランティアとして活動しています。

川
上
地
域

 

　民生委員、保健推進員、福祉員等が高
齢者に身近な存在であることを十分周知
し、委員や団体等が連携をとりながら支
援を行っていく。

【福祉課】災害時要援護者情報を、同意のあった方につ
いて、地域の支援組織に提供しています。平成23年度は、
災害時要援護者情報および緊急通報登録者情報などを地
図に記載し、地域情報を一元化し地域の見守り活動を支
援する「要援護者リストデータベース化事業」を実施し
ます。

＝抜粋＝
地域政策調整課（２５・３８１９）問い合わせ
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た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
そ
ろ
っ
た

伏ふ
す
ま
や
ま

馬
山
山
麓
で
、
７
月
31
日
に
ひ
ま
わ
り

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
は
３
ha
の
ほ
場
に
10
万

本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
そ
ろ
い
、ま
る
で
黄
色

い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写

真
を
撮
る
人
、ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
子
ど
も
た

ち
、ロ
ー
ド
の
中
を
散
策
す
る
人
、み
ん
な
が

ひ
ま
わ
り
の
花
の
よ
う
な
笑
顔
で
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
フ
ェ
ス
タ

会
場
で
は
農
産
品
・
特
産
品
の
販
売
や
鮎
の

塩
焼
き
、
焼
き
鳥
、
か
き
氷
の
店
も
あ
り
、

終
日
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

夏
本
番
、
む
つ
み
の
ひ
ま
わ
り
が
満
開

　

萩
夏
ま
つ
り
が
、
８
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
約
11
万
３
０
０
０
人
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
、
約
４
万
３
０
０
０
人
が
、
夜
空

に
打
ち
上
が
る
色
と
り
ど
り
の
大
輪
の
花

に
大
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
の
市
民
総
踊
り
で
は
、
夏
の
暑
さ

に
も
負
け
な
い
熱
い
踊
り
で
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
、３
日
の「
萩
ゆ
か
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
は
、21
人
の
ゆ
か
た
美
人
た
ち
が
、

ま
つ
り
に
華
を
そ
え
ま
し
た
。

グランプリの中
な か じ ま

嶋一
か づ え

恵さん（椿）

山口県漁協はぎ女性部

萩・日本海大花火大会

萩ゆかたコレクション

ヨイショコショパレード

祗
園
車
巡
行
や
須
佐
湾
大
花
火
大
会

須佐湾
大花火大会

祗園車

　

７
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
行
わ
れ
た
須
佐

夏
ま
つ
り
。
町
を
祗
園
車
が
巡
行
し
、
海
で

は
管
弦
船
が
巡
航
す
る
須
佐
の
伝
統
的
な
祭

り
で
す
。

　

28
日
に
は
約
５
０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
鮮
や
か
な
彩
り
と
須
佐
湾
に
響

く
壮
絶
な
音
を
、
約
１
万
５
０
０
０
人
が
楽

し
み
ま

し
た
。



市報HAGI●2011（平成23）年８月15日号7

（佐々並小4年）

全
国
小
学
生

Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
８
月
12
日
〜
14
日　

熊
本
県
）

刀
と ね

祢 兼
ともなり

成

【シングルスＢ】

全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会

（白水小6年）
兼
かねざき

崎 瑛
え い と

登
（椿西小6年）

胡
えびす

和
かずのり

徳
（明倫小6年）

成
なりまつ

松 丈
じょう

【50・100・200ｍ
自由形】【50ｍ自由形】【50ｍ自由形】

【水泳競技】

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
８
月
17
日
〜
20
日　

岩
手
県
）（萩高校２年、椿）

國
くにひろ

廣 紀
き こ

子

【100・200 ｍ自由形】

（明倫小6年）
上
かみりょう

領教
きょうしろう

史郎

【6年男子50kg級】

　昭和 62 年に無田ヶ原口の１町
内会長に就任以来、現在に至るま
で 24 年間、自治会活動を積極的
に展開、地域住民の自治意識を高
めることに尽力。

（84 歳　椿東）林
はやし

　章
あきら

自治関係功労者表彰（県知事表彰）

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

（萩西中3 年）
南
の う の

野 智
と も み

美
（萩東中2 年）

中
なかむら

村 駆
かける

【四種競技、
100 ｍハードル】【1500・3000 ｍ】

（
８
月
19
日
〜
22
日　

奈
良
県
）（萩東中３年）

上
かみりょう

領 悠
ゆ づ き

月

【女子個人44kg級】

（
８
月
21
日
〜
25
日　

和
歌
山
県
）

全
国
中
学
校
柔
道
大
会

全
国
小
学
生
学
年
別
少
年

柔
道
大
会

（明倫小5年）
東
ひがしの

野 王
たかゆき

将

【5年男子45kg級】

（椿西小6年）
古
ふ る や

屋 碧
あおい

【6年女子45kg級】

（
８
月
６
日
〜
７
日　

静
岡
県
）

井
いのうえ

上 耕
こうぞう

造

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

【団体】【剣道競技】

（
８
月
９
日
〜
12
日　

青
森
県
）

（下松工業高校
２年、萩西中卒）

◎お詫び　市報８月１日号全国大会
出場の記事で、「全日本少年剣道錬
成大会」の出場選手、正木友

ゆ か

花さん
は明倫小ではなく椿東小４年でし
た。お詫びして訂正します。

（
８
月
28
日　

大
阪
府
）

全お
国め
大で
会と
出う
場！
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７
月
28
日
、
萩
博
物
館
で
「
長
州
フ
ァ
イ

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
英
国
語
学
研
修
」
の
出
発
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
15
人
の
応
募
者
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
５
人
は
、「
語
学
や
イ
ギ
リ
ス

の
文
化
を
学
び
た
い
」、「
積
極
的
に
交
流
し

た
い
」
な
ど
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
８
月
13
日

ま
で
の
16
日
間
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ロ
ー
ウ
ェ
イ
カ
レ
ッ
ジ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
に
参
加
す
る
ほ
か
、
ロ
ン
ド
ン
周
辺
で
長

州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
し
ま
す
。

　

小
川
地
区
の
平
山
台
で
は
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
果
物
の
出
荷
が
目
白
押
し
で
す
。

　

８
月
上
旬
ま
で
出
荷
さ
れ
た
「
小
川
桃
サ

ン
ピ
ー
チ
」
は
、
実
に
袋
を
か
け
ず
、
日
の

光
を
十
分
に
当
て
て
栽
培
す
る
た
め
、
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
色
に
な
り
、
甘
み
が
強
い
の
が

特
徴
で
す
。
ま
さ
に
太
陽
の
恵
み
を
受
け
て

育
っ
た
桃
で
す
。

　

８
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
は
梨
を
、

９
月
上
旬
か
ら
10
月
下
旬
ま
で
は
ぶ
ど
う
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
動
会
や
遠
足
の
デ
ザ
ー
ト
に
平
山
台
の

果
物
は
い
か
が
で
す
か
。

平
山
台
で
は
桃
な
ど
の
果
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

イ
ギ
リ
ス
に
出
発
！

　

原
子
力
災
害
の
影
響
で
、
屋
外
活
動
が
制

限
さ
れ
て
い
る
福
島
県
郡
山
市
と
盤ば
ん
だ
い
ま
ち

梯
町
の

子
ど
も
た
ち
27
人
が
、
今
年
完
成
し
た
見
島

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
し
、
７
月

28
日
か
ら
夏
休
み
合
宿
を
し
ま
し
た
。
８
月

１
日
に
は
、
萩
日
本
海
大
花
火
大
会
を
見
学

し
、
２
日
に
福
島
県
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、「
海
水
浴
や
魚
釣
り
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
外
で
の
び
の
び
と
遊
ん
で

ほ
し
い
」
と
、
見
島
島
お
こ
し
会
（
会
長
：

多た

だ田
一か
ず
ま馬
）
が
主
催
し
、
市
内
の
15
団
体
の

協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

福
島
の
子
ど
も
た
ち

見
島
で「
夏
休
み
合
宿
」

　

水
力
発
電
施
設
周
辺
の
市
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
受

け
、
市
で
は
平
成
22
年
度
に
田
万
川
・
須
佐
・

福
栄
地
域
で
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
道
本
町
要
線
歩
道
改
良
事
業（
田
万
川
）

▽
事
業
費
８
５
２
万
１
８
０
０
円
（
う
ち
交

付
金
７
４
０
万
円
）

■
市
道
及
谷
１
号
線
舗
装
新
設
事
業（
須
佐
）

▽
事
業
費
９
０
６
万
１
５
０
０
円
（
う
ち
交

付
金
７
３
０
万
円
）

■
市
道
追
分
黒
川
線
側
溝
設
置
事
業（
福
栄
）

▽
事
業
費
２
２
０
万
５
０
０
０
円
（
う
ち
交

付
金
１
８
０
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ　
商
工
課（
２
５
・
３
８
１
１
）

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

市道及
およびだに

谷１号（須佐）

［左から］齊藤まりあさん、小枝香
か な こ

菜子さん（以上三見中３年）、宮内愛
え り

理
さん（萩西中３年）、小松陸

り く

さん、三
み つ い

井菜
な な こ

々子さん、（以上萩東中３年）
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送迎塔（明木）

砂
浜
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

　

７
月
30
日
、
萩
市
民
体
育
館
で
、
卓
球
競

技
国
体
強
化
選
手
が
公
開
練
習
と
卓
球
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

公
開
練
習
を
行
っ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
内
定
し
て
い
る
石

川
佳
純
選
手
、岸
川
聖せ
い
や也

選
手
な
ど
19
人
で
、

会
場
に
は
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
見

よ
う
と
８
０
０
人
の
卓
球
フ
ァ
ン
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
方
を
対
象
に
卓
球
教
室
も

開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
１
４
０

人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
菊
ケ
浜
で
27
回
目
の
砂
の
芸

術
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
太
陽
に
負

け
じ
と
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
40

チ
ー
ム
、
２
６
０
人
の
参
加
者
が
、
夏
の
日

の
思
い
出
づ
く
り
に
思
い
思
い
の
砂
像
制
作

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
最

高
家
族
」（
藤
田
修し
ゅ
う
じ治
さ
ん
ご
家
族
、
椿
）

の
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
ト
ラ
イ
し
た
瞬
間
を

表
現
し
た
作
品
で
し
た
。

　

夜
８
時
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
カ
ラ
ー
ラ
イ
ト
に

包
ま
れ
た
作
品
は
、
昼
間
の
喧
騒
の
中
で
見

る
感
じ
と
は
、
一
味
違
う
幽
玄
の
趣
き
を
醸か
も

し
出
し
て
い
ま
し
た
。

卓
球
競
技 

石
川
佳か
す
み純
選
手

な
ど
公
開
練
習
!

石川佳純選手と萩東中卓球部の卓球教室

　

今
年
は「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
・
山
口

大
会
」の
開
催
や
小
郡
萩
道
路
が
絵
堂
Ｉ
Ｃ

ま
で
開
通
す
る
な
ど
、多
く
の
お
客
様
が
萩

市
を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
６
月
末
に
佐
々
並
（
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
前
）
と
明
木
（
雲ひ
ば
り雀

峠
）
の

２
か
所
に
、来
萩
さ
れ
る
お
客
様
を
お
迎
え
・

お
送
り
す
る
意
を
込
め
た
歓
送
迎
塔
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

歓
送
迎
塔
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
萩
市
の
花

「
ツ
バ
キ
」、萩
市
の
果
樹「
ナ
ツ
ミ
カ
ン
」
や

萩
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
城
下
町
の
土
塀

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
市
章
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

歓
送
迎
塔
を
設
置

歓迎塔（佐々並）

　

８
月
１
日
、
住
吉
神
社
境
内
で
国
体
の
萩

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
炬
火
の
採
火
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
萩
市
の
炬
火
は
、
事
前
募
集

の
中
か
ら
「
燃
え
あ
が
れ　

未
来
き
ら
め
く

維
新
の
火
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

炬
火
と
は
、
た
い
ま
つ
の
こ
と
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
10
月

１
日
の
国
体
総
合
開
会
式
会
場
で
は
、
県
内

19
市
町
で
そ
れ
ぞ
れ
採
火
さ
れ
た
炬
火
が
集

火
さ
れ
、
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技
場

（
山
口
市
）
の
炬
火
台
に
点
火
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
住
の
江
保
育
園
の
園
児
が
木

の
棒
と
板
を
こ
す
り
合
わ
せ
る
「
マ
イ
ギ
リ

式
」
で
一
生
懸
命
火
を
お
こ
し
ま
し
た
。

国
体 

萩
市
の
炬き

ょ
か火
採
火
式

住の江保育園の園児
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は
じ
め
に

　

以
前
、
本
稿
に
て
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
と
い
う
病
気
の
概
念
を
お
話
し
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

合
併
症
と
し
て
、
脳
・
心
・
血
管
系
合
併

症
が
生
命
予
後
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
初
期
か
ら
関
わ
っ
て
く
る
末

梢
血
管
病
（
Ｐ
Ａ
Ｄ
）
と
い
う
病
気
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
Ｐ
Ａ
Ｄ
と
は
？

　

Ｐ
Ａ
Ｄ
と
は
、
心
臓
か
ら
遠
い
手
足
の

主
に
動
脈
の
疾
患
で
、
動
脈
硬
化
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
一
部
が
血
管
壁
に
沈
着
し

て
血
管
の
内
腔
が
狭
く
な
っ
た
り
、
閉
塞

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
病
気
を
い
い
ま

す
。

　

初
期
症
状
は
、
長
く
歩
く
と
足
が
だ
る

く
な
る
と
か
、
シ
ビ
レ
を
感
じ
る
程
度
で

す
が
、
重
症
に
な
れ
ば
耐
え
難
い
痛
み
が

続
き
、
足
や
手
を
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
も
出
て
き
ま
す
。

　

最
近
の
あ
る
研
究
調
査
に
よ
る
と
、
正

常
腎
機
能
の
人
に
比
し
て
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
は

こ
の
Ｐ
Ａ
Ｄ
発
生
率
が
１
・
56
倍
に
な
る

そ
う
で
す
。

◆
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
予
防
し
よ
う
！

　

Ｐ
Ａ
Ｄ
の
予
防
は
、
か
な
り
の
確
率
で

可
能
で
す
。

　

危
険
要
因
と
し
て
は
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
・
高
脂
血
症
・
喫
煙
が
代
表
的
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、

同
時
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
危
険
因
子
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
危
険
因
子
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
、
実
は
Ｐ
Ａ
Ｄ
予
防
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
や
心
臓
病
・
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に

も
直
結
し
ま
す
。

　

臨
床
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
そ
の
初
期
か

ら
末
期
ま
で
４
期
に
分
け
て
い
ま
す

（F
ontaine

分
類
）。
検
査
に
は
Ａ
Ｂ
Ｉ

検
査
（
足
関
節
・
上
腕
動
脈
血
圧
比
）
や

血
管
エ
コ
ー
、
造
影
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
等
が

あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
専
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
経
皮
的
血
管
拡

張
術
）
が
中
心
に
な
り
、
そ
れ
に
薬
物
療

法
を
併
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一

度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
永
続
的
に
Ｐ
Ａ
Ｄ
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
多
く

の
場
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
繰
り
返
す
（
繰
り
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
最
悪
の
場
合
、
片
腕
や
片

足
を
失
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

◆Fontaine

分
類
（
フ
ォ
ン
テ

イ
ン
分
類
）

Fontaine

１
度 

：
下
肢
の
冷
感
や
シ
ビ

レ
感
、
色
調
の
変
化
。

Fontaine

２
度 

：
間か
ん
け
つ
せ
い
は
こ
う

歇
性
跛
行
ー
数
十

か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
痛
み
の
た
め

歩
行
が
継
続
不
可
能
に
な
る
。

Fontaine
３
度 

：
安
静
時
疼と
う
つ
う
痛
。

Fontaine
４
度 
：
下
肢
の
皮
膚
潰
瘍
。

糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
末
梢
神
経
障
害
が
な

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

73

医師：刀禰　尚
たかし

萩市民病院

い
限
り
、
患
者
は
激
痛
を
訴
え
る
。

Fontaine 

５
度 

：
下
肢
の
壊
死
。
下
肢

の
温
存
は
不
可
能
で
あ
り
、
切
断
の
適
応

と
な
る
。

ま
と
め

　

腎
機
能
障
害
の
方
は
、
そ
の
早
期
か
ら

末
梢
血
管
の
病
気
を
合
併
す
る
頻
度
が
高

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
腎
臓
病
を
指

摘
さ
れ
た
ら
、
同
時
に
末
梢
血
管
障
害
の

合
併
の
有
無
を
調
べ
、
早
期
治
療
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
末
梢
血
管
疾
患
の
予
防

は
腎
臓
病
・
心
臓
病
・
脳
血
管
疾
患
の
予

防
で
も
あ
り
ま
す
。

専門：内科・循環器科
　　・ 透析



市報HAGI●2011（平成23）年８月15日号11

職種 募集人員 受験資格 募集期間 試験日 試験内容

上級消防

あわせて
３人程度

昭和58年４月２日以降に生まれた方
で、4 年制大学を卒業した方、また
は平成 24 年３月に卒業見込みの方 ８月 15 日

　　〜
９月 16 日

【第１次試験】
とき：10月16日（日）
ところ：萩市消防本部ほか

※第２次試験の日程等
は第１次試験合格者に
通知等でご連絡します。

【１次試験】
◦一般教養試験
◦消防適性検査
◦体力測定

【２次試験】
◦集団討論
◦面接試験
◦健康診断

初級消防
昭和62年４月２日以降に生まれた方
で、高等学校以上（4 年制大学を除く）
を卒業した方、または平成 24 年３
月に卒業見込みの方

■申込方法
　次の提出書類を〒７５８- ８５５５ 萩市総務課人事
係へ郵送または直接持参してください。
　募集要項、受験申込書、受験票は、総務課人事係に
請求されるか、萩市ホームページからダウンロードで
きます。

■提出書類
　①受験申込書・受験票（写真、切手を貼付）
　②最終学校卒業（見込）証明書
　③最終学校成績証明書
　※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在
　中」と朱書して郵便書留でお送りください。
　当日消印有効。締切日直前の場合は、速達でお送り
　ください。
□採用予定日　平成 24 年４月１日
■問い合わせ　総務課人事係（２５・１２３９）

市報６月１日号でお知らせした萩市職員の募集計画では、今
年度の消防職員は募集しないこととしていましたが、東日本
大震災の発生を受け、地域防災力および消防力の充実強化を
図る目的から、次のとおり消防職員を募集します。
※いずれの職種も、萩市内に居住できる方に限ります。

消 員防 職

修　士 博　士 子どもものしり博士

受検資格 萩を愛する方なら
どなたでも 修士合格者 小学生

試験時間 45 分 90 分 45 分

出題形式
◦テキスト（改訂版）　
　奇数番号（335 問）
　から 100 問　
◦択一式

◦テキスト（改訂版）　
　から100 問
◦記述式・択一式

◦テキストから 50 問
◦択一式

受 検 料 1,000 円（税込） 2,000 円（税込） 500 円（税込）

合格基準 80 問以上の正解 80 問以上の正解 40 問以上の正解

合格発表
▷ 11月27日（日）
　午後２時〜５時
　萩市民館

▷ 11月28日（月）
　午前９時〜午後５時 
　萩博物館

▷ 11月27日（日）
　午後２時〜午後５時
　萩市民館または各受
　験会場

公式
テキスト

萩ものしり博士検定（改訂版を平成21年5月
に出版）▷ 1,500 円

萩ものしりブック
▷ 500 円

▷明屋書店萩店、萩博物館ほかで販売

　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
は
、楽
し
く
学

び
な
が
ら
、
萩
の
こ
と
を
よ
り
広
く
・
深

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
検
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
格
者
数
は
、
修
士
課

程（
平
成
17
年
〜
）５
６
７
人
、
博
士
課

程（
平
成
18
年
〜
）97
人
、
子
ど
も
も
の

し
り
博
士（
平
成
20
年
〜
）81
人
で
す
。

■
と
き　

11
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

※
子
ど
も
も
の
し
り
博
士
検
定
は
須
佐

公
民
館
、
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
も
受
験
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
11
日
ま
で
に
、
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内
実

行
委
員
会
（
２
２
・
６
４
５
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
）

萩ものしり博士検定

募集
期間

８月15日（月）〜９月16日（金）
午前８時30分〜午後５時15分

（土・日曜日、祝日を除く）

今年の修士検定はテキストの奇数番号から出題します
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固
定
資
産（
農
地
）の
現
況

を
調
査
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
農
地
の
状
況
を
把
握

し
、
適
正
な
課
税
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
市
内
の
農
地
（
田
・
畑
）

の
現
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
土

地
へ
の
立
入
り
は
行
わ
ず
、
道
路

か
ら
の
目
視
等
に
よ
り
状
況
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　

８
月
中
旬
〜
２
月

下
旬　

※
調
査
員
は
必
ず
市
の
職
員
証
を

身
に
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
２
５
・
３
５
４
３
）

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
再
開

９
月
末
ま
で
に
初
回
接
種
を
！

　

今
年
の
１
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
３
月
か
ら
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ

り
、
初
回
接
種
者
へ
の
接
種
を
差

し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
供
給
量

が
確
保
で
き
ま
し
た
の
で
、
す
べ

て
の
対
象
者
へ
の
初
回
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

無
料
（
全
額
公
費
負
担
）
で
の

接
種
は
平
成
23
年
度
末
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
接
種
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

中
学
１
年
生
〜
高
校

２
年
生
の
女
子

■
接
種
回
数　

３
回
（
９
月
30
日

ま
で
に
初
回
接
種
、
そ
の
後
半
年

の
間
に
２
回
接
種
）

■
接
種
費
用　

無
料

■
接
種
方
法　

母
子
健
康
手
帳
と

予
診
票
を
持
参
し
、
任
意
予
防
接

種
受
託
医
療
機
関
で
接
種

※
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負

担
金
の
減
免
及
び
徴
収
猶

予
制
度

　

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、
生
活
が
一
時
的
に
苦
し
く
な

り
、
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
と

な
っ
た
世
帯
は
、
申
請
に
よ
り
入

院
に
係
る
自
己
負
担
額
を
減
免
ま

た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
対
象
者　

世
帯
主
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
そ
の
生
活
が
著

し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合

① 

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
死
亡
、
障
が
い
者
と
な
っ
た
、

ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き

② 

干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
と
う
そ
う
が
い

霜
害
等

に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
、

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
用
レ
ン
ジ
で
使
え
る
消
毒

器
、
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
、
ガ
ラ
ス
（
天

板
）、
掛
け
布
団
、
こ
い
の
ぼ
り
、

コ
タ
ツ
掛
け
布
団
、
コ
ッ
ト
ン
ケ
ッ

ト
、座
卓
、座
布
団
、シ
ー
ツ
、ジ
ュ
ー

サ
ー
ミ
キ
サ
ー
、
重
箱
（
黒
・
赤
）、

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
マ
ッ
ト
、
全
自
動

洗
濯
機
、
草
履
（
白
・
黒
）、
タ
オ

ル
ケ
ッ
ト
、
デ
コ
ラ
（
天
板
）、
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
、
ビ
ー
チ
パ
ラ
ソ
ル
、

布
団
上
下
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
収
納
、

毛
布
、
ラ
グ
マ
ッ
ト
、
ラ
ン
ド
セ
ル

（
黒
）、
礼
服
（
女
）、
和
服
（
男
・
女
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

着
物
（
男
女
）、
こ
い
の
ぼ
り
、
五

月
人
形
、
子
供
用
自
転
車
（
女
子
）、

三
輪
車
（
大
人
用
）、
自
転
車
、
ひ

な
人
形
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
（
卓
上
）
ミ

シ
ン
、
冷
蔵
庫

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
古
布
を
使
っ
て
ミ
ニ
着
も
の
つ
く

り▽
と
き  

８
月
28
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

▽
参
加
料　

５
０
０
円

○
一
貫
張
り
講
座

▽
と
き  

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

▽
内
容  

竹
で
編
ん
だ
ざ
る
や
か
ご

に
和
紙
を
張
り
、
柿
渋
を
重
ね
塗
り

し
、
再
生
し
ま
す

▽
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費
別

途
負
担
）

■
定
員  

各
10
人

■
申
込
先　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理
由
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
き

③ 
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
と
き

④ 

①
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ
る
事

由
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

証
、
印
鑑
、
給
与
証
明
書
や
年
金

支
払
通
知
書
等
世
帯
収
入
が
分
か
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る
も
の
、
預
金
通
帳
等
預
貯
金
を

確
認
で
き
る
も
の

■
申
請
場
所　

本
庁
市
民
総
合
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

市
民
課
（
２
５
・
３
１
４
７
）

未
水
洗
の
お
宅
を
訪
問
し

ま
す

３
年
以
内
に
水
洗
化
を
！

　

市
で
は
、
美
し
い
自
然
と
市
民

の
快
適
な
生
活
環
境
を
健
全
に
守

り
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世
代

に
伝
え
る
た
め
に
水
洗
化
を
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
（
水
洗
化
で
き
る
状

態
）
区
域
内
の
家
庭
で
は
、
供
用

開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗

化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

未
だ
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
家
庭

を
対
象
に
、
戸
別
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
観
光
地
周
辺

を
中
心
に
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
水
洗
化
促
進
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
洗
化
へ
の
改
造
工
事
に
は
、

市
の
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５

１
）、
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興

部
門

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

追
加

　

次
の
業
者
が
新
た
に
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
加
わ
り
ま
し
た
。

○
積せ
き
わ和
建
設
中
国
株
式
会
社
山
口

支
店
（
山
口
市
）

　
（
０
８
３
・
９
７
６
・
２
７
３
０
）

※
排
水
設
備
工
事
を
施
工
の
際
は

必
ず
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
４
６
５
１
）

日 開 議 日　程
1日（木） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

2日（金） 10：00 議案質疑、一般会計決算審査特
別委員会の設置、委員会付託

６日（火）〜
８日（木） 10：00 一般質問

９日（金）
12日（月） 10：00 一般会計決算審査特別委員会

13日（火）10：00 各特別委員会
14日（水）
15日（木）10：00 各常任委員会

20日（火）14：00 委員長報告、質疑・討論・表決

■と　き　９月1日（木）〜20日（火）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

◆議会関係（一般質問）
◦萩ケーブルネットワーク（デジタル 122ch）
　で生中継、９月９日から土・日曜日を除き録
　画放送（一部変更となる場合があります）。
◦エフエム萩（77.5MHz）で生中継。
◦萩市総合情報施設（農村型ケーブルテレビ）
　で、９月５・６・12・13・16・23 日に録画放送。
　 問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

萩 市 議 会 ９ 月 定 例 会

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
の
提
出
を
忘
れ

ず
に

　

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
８
月
に
現
況
届
ま
た
は
所
得

状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
期

限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
12
月

期
の
支
払
い
が
遅
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
両
手
当
と
も
、
平
成
23
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届　

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

■
提
出
期
限　

８
月
31
日
（
水
）

■
提
出
先　

本
庁
市
民
総
合
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、
支
所
・
出
張
所

◆
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者

の
変
更

　

４
月
か
ら
の
運
用
見
直
し
に
よ

り
、
児
童
が
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
の
対
象
の
場
合
で
も
、
児
童

扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
額
を
上
回
る
場
合
は
、
児

童
扶
養
手
当
が
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
新
た
に
認
定
請
求
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

両
親
の
一
方
が
児
童

扶
養
手
当
施
行
令
で
定
め
る
程
度

の
障
が
い
の
状
態
（
国
民
年
金
ま

た
は
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障

が
い
等
級
の
１
級
相
当
）
の
配
偶

者■
申
請
方
法　

障
が
い
者
手
帳
と

年
金
証
書
、
印
鑑
を
持
参
し
、
子

育
て
支
援
課
、
各
総
合
事
務
所
、

支
所
・
出
張
所
へ

※
８
月
31
日
ま
で
に
子
加
算
に
伴

う
認
定
請
求
を
行
っ
た
場
合
は
、

４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
す
。
８
月
31
日
を
過
ぎ

る
と
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
（
２
５・３
５
３
６
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

■
提
出
期
限　

９
月
９
日
（
金
）

■
提
出
先　

福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）
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す
。

　

調
査
地
域
は
、
無
作
為
に
選
ば

れ
、
対
象
と
な
っ
た
地
域
で
は
、

世
帯
の
確
認
の
た
め
、９
月
以
降
、

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
記

入
等
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
調
査
地
域　

萩
地
域
：
江
向
２

区
の
２
、
平
安
古
西
区
の
２
、
無

田
ヶ
原
の
１
、越
ヶ
浜
４
区
の
１
、

上
野
の
２

田
万
川
地
域
：
小
川
５
区

問
い
合
わ
せ

山
口
県
統
計
分
析
課

　
（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
６
５
０
）

寄
付

　

瀧
口
吉よ
し
た
か敬

さ
ん
（
明
木
）
か

ら
、
博
物
館
へ
松
ま
つ
ば
や
し林
桂け
い
げ
つ月
作

「
老ろ
う
し
ょ
う
ず

松
図
」
屏
風
（
２
双
）
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
養
成
事
業

　

市
で
は
、
農
地
か
ら
山
へ
サ
ル

を
追
い
払
う
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
養
成
事

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
開
催

　

萩
東
中
学
校
の
改
築
事
業
に
伴

い
、
不
用
と
な
っ
た
物
品
に
つ
い

て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

８
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
市
役
所
水
道
局
前

■
売
却
す
る
も
の　

作
業
机
、
生

徒
用
机
イ
ス
、
木
製
角
イ
ス
な
ど

■
参
加
条
件　

当
日
代
金
支
払
い

後
、
午
後
３
時
ま
で
に
落
札
物
件

の
搬
出
が
可
能
な
方

※
８
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

市
民
総
合
窓
口
開
設
に
伴
う
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
と
同
時
開
催
で
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課

（
２
５
・
３
１
４
１
）

社
会
生
活
基
本
調
査
に
ご

協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
と
県
で
は
、
生

活
時
間
の
配
分
や
余
暇
時
間
に
お

け
る
主
な
活
動
の
状
況
な
ど
、
国

民
の
社
会
生
活
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、10
月
20
日
現
在
で
、

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

業
に
取
り
組
み
、平
成
22
年
度
は
、

６
頭
の
犬
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
養
成
を
希
望
す
る
飼

い
主
と
飼
い
犬
を
募
集
し
ま
す
。

大
切
な
農
作
物
を
愛
犬
と
一
緒
に

サ
ル
被
害
か
ら
守
り
ま
せ
ん
か
。

■
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
と
は
？

　

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
は
、
農
地
か

ら
山
へ
サ
ル
を
追
い
払
う
た
め
の

訓
練
を
受
け
、
認
定
さ
れ
た
飼
い

犬
を
い
い
ま
す
。

■
訓
練
内
容　

週
に
１
度
、
訓
練

士
に
よ
る
服
従
訓
練
が
中
心
。
飼

い
主
と
飼
い
犬
と
が
一
緒
に
訓
練

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

10
月
初
旬
頃
か
ら

概
ね
５
か
月
程
度
。
訓
練
終
了
後

も
反
復
訓
練
が
必
要
で
す
。

■
訓
練
場
所　

未
定
（
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
犬
種　

生
後
半
年
か
ら
２
歳
く

ら
い
ま
で
の
若
い
雑
種
犬
が
望
ま

し
い

※
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
認
定
を
受

け
た
飼
い
犬
の
み
リ
ー
ド
を
解
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
主
催　

萩
阿
武
地
域
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会

■
申
込
方
法　

９
月
16
日
ま
で

に
、
農
政
課
ま
た
は
総
合
事
務
所

産
業
振
興
部
門
備
え
付
け
の
申
込

書
を
提
出

申
し
込
み

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
１
）

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
行
事

○
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り

■
と
き　

９
月
７
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

プ
ー
ル
お
さ
め
、
あ
ゆ

の
つ
か
み
ど
り

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

萩
・
竹た

け
と
う
ろ

灯
路
物
語

竹
灯
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

萩
の
竹
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
城
下
町

萩
の
夜
の
魅
力
も
楽
め
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
「
萩
・
竹
灯
路

物
語
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
竹
灯
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

　

萩
市
の
優
れ
た
品
質
の
竹
を
使

い
、
イ
ベ
ン
ト
の
竹
灯
に
彩
り
を

加
え
る
竹
灯
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
期
間　

10
月
７
日
（
金
）

〜
９
日
（
日
）

■
展
示
場
所　

素そ
す
い
え
ん

水
園
（
堀
内
）

■
結
果
発
表　

10
月
９
日
（
日
）

午
後
６
時
〜　

素
水
園

■
表
彰　

最
優
秀
賞（
１
組
）、
優

秀
賞（
２
組
）、
ア
イ
デ
ィ
ア
賞

■
応
募
方
法　

９
月
16
日
ま
で

に
、
観
光
課
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
を
提
出

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

■
内
容　

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
お
よ

び
当
日
の
運
営
に
協
力

■
申
込
方
法　

観
光
課
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
を
提
出

※
応
募
用
紙
は
萩
市
観
光
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.hagi.lg.jp/

portal/主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
課
内
萩
・
竹
灯
路
物
語

実
行
委
員
会
事
務
局（
２
５
・
３
１

３
９
）

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
出
展

（
店
）者

　

今
回
で
第
７
回
目
と
な
る
萩
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
は
、
中
央
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
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住宅名
募集区分・戸数 単身

入居 間取り 家　賃 駐車場
使用料一般 優先

無田ヶ原 １ １ × 3DK 21,200 〜
42,400 円 800 円

第二無田ヶ原 ２ １ × 3DK 18,900 〜
37,500 円 1,000 円

金谷 １ ０ × 3DK 19,000 〜
37,200 円 700 円

■住宅名、家賃等

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）、
13

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
園
お
よ
び
市

民
館

■
応
募
資
格　

市
内
の
事
業
者
・

団
体

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
ま

た
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
出
展
（
店
）
団
体
は
、
原
則
と

し
て
小
間
料
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

商
工
課
備
え
付
け

の
申
請
書
を
提
出

※
萩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
商
工
課
内
萩

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
出
展
実
行
委
員

会
（
２
５
･
３
１
０
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
･
０
７
１
６
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者

■
入
居
時
期　

10
月
下
旬
頃

■
入
居
要
件　

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関
係

お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
募
集
期
間　

８
月
20
日
〜
31
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
市

の
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
山
口
支
所

へ
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
山
口
支
所

　
（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

山
口
県
障
害
者
芸
術
文
化

祭
参
加
作
品

　

12
月
３
日
、
４
日
に
山
口
県
総

合
保
健
会
館
で
開
催
さ
れ
る
山
口

県
障
害
者
芸
術
文
化
祭
の
参
加
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

県
内
居
住
の
障
が

い
者

■
募
集
作
品　

絵
画
、
写
真
（
四

つ
切
り
以
上
）、
書
道
、
手
芸
、

工
芸
、
俳
句
、
文
芸
の
各
部
門
を

通
し
て
１
人
１
作
品

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

（
芸
術
文
化
祭
に
向
け
て
製
作
し

た
も
の
）

■
応
募
方
法　

10
月
７
日
ま
で

に
、
福
祉
課
ま
た
は
社
会
福
祉
協

議
会
備
え
付
け
の
申
込
書
を
作
品

と
一
緒
に
提
出

申
し
込
み

福
祉
課（
２
５
・
３
５
２
３
）、社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座

ワ
ー
ド
３
級
技
能
取
得
セ
ミ
ナ
ー

■
と
き　

９
月
１
日
〜
10
月
25
日

の
毎
週
火
・
木
曜
日　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
全
16
回
）

○
検
定
日
（
予
定
）　

11
月
１
日

（
火
）

■
対
象
者　

社
会
人（
初
心
者
可
）

■
内
容　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ⅹ
Ｐ
を

使
用
し
て
、
マ
ウ
ス
操
作
か
ら
教

え
ま
す

■
受
講
料　

１
万
４
０
０
０
円

※
教
科
書
代
１
０
０
０
円
程
度
、

検
定
料
金
は
別
途
負
担

■
定
員　

15
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
時
は
中
止
に
な
る
場
合
あ

り
）

■
主
催　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
申
込
方
法　

８
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５
萩
市
大
字

土
原
５
２
６
番
地　

サ
ン
ラ
イ
フ

萩
（
２
６
・
１
３
３
３
）

　
「
東
日
本
地
震
災
害
を
救
援
す

る
萩
市
の
会
」
に
、
次
の
と
お
り

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

◎
義
援
金
額

５
１
５
６
万
１
１
１
３
円

（
８
月
４
日
現
在
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

　

五
穀
を
蓄
え
た
り
、
水
を
溜
め

た
り
し
て
、
人
々
の
生
活
を
支
え

た
壺つ
ぼ

や
甕か
め

。
そ
の
造
形
の
力
強
さ

と
素
朴
さ
は
中
世
の
や
き
も
の
の

大
き
な
魅
力
で
す
。

　

流
麗
な
文
様
を
包
む
よ
う
に

釉ゆ
う
や
く薬

が
施
さ
れ
る
瀬せ

と戸
、
荒
々

し
い
土
肌
と
流
れ
る
よ
う
な
自

然
釉
が
美
し
い
表
情
を
作
り
出

す
常と
こ
な
め滑
、
信し
が
ら
き楽
、
越え
ち
ぜ
ん前
、
丹た
ん
ば波
、

備び
ぜ
ん前
。
六
古
窯
の
名
で
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
の
時
代
の
や
き
も
の

は
、
最
も
日
本
ら
し
い
や
き
も
の

と
し
て
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら

え
て
離
し
ま
せ
ん
。

■
観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
、
70

歳
以
上
・
学
生
７
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日
（
９
月
19
日

（
月
・
祝
）
は
開
館
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

重要文化財
丹波 菊

き っ か も ん さ ん じ こ

花文三耳壺
12 世紀　個人蔵

８
月
13
日（
土
）〜
９
月
25
日（
日
）
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中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
方
等
に
対
し
、
中

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が

行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

■
と
き　

11
月
２
日（
水
）　

■
と
こ
ろ　

山
口
県
教
育
庁
（
山

口
市
滝
町
１
番
１
号
）

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
の
受
付
期
間　

９
月
８
日

〜
28
日

問
い
合
わ
せ

山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課　
　

（
０
８
３
・
９
３
３
・
４
６
０
０
）

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
相
談
会

■
と
き　

８
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

９
月
４
日（
日
）ま
で

　

童
話
に
出
て
く
る
「
ピ
ノ
キ

オ
」
と
と
も
に
、
昔
か
ら
萩
・

北
浦
の
海
を
行
き
来
し
て
き
た

20
種
類
以
上
の
ク
ジ
ラ
た
ち
を

訪
ね
、
伝
説
の
ク
ジ
ラ
キ
ン
グ

を
探
す
、
萩
博
物
館
の
夏
の
体

験
型
の
展
示
で
す
。
今
回
の
展

示
は
、
特
に
五
感
で
十
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、

高
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）
※
年
中
無
休

■
駐
車
場　

萩
市
民
は
無
料

（
市
民
が
同
乗
の
場
合
も
含
む
）

※
免
許
証
等
の
提
示
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
８
月
中
は
建
物
北

側
の
職
員
駐
車
場
も
臨
時
駐
車

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◆
高
杉
晋
作
資
料
室
テ
ー
マ
展

示
「
生
誕
１
７
０
年
記
念
吉
田

稔と
し
ま
ろ麿

の
生
涯
」
第
２
期

　
　
　

  　
　

11
月
30
日
ま
で

　

今
年
は
、
吉
田
稔
麿
（
栄
太

郎
）
が
萩
に
生
ま
れ
て
１
７
０

年
の
節
目
に
あ
た
り
、　

吉
田

家
旧
蔵
史
料
を
中
心
に
、
展
示

を
３
期
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま

す
。
一
坂
太
郎
特
別
学
芸
員
が

「
晋
作
と
吉
田
稔
麿
」
と
題
し
、

解
説
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
28
日
（
日
）、

９
月
４
日（
日
）
午
後
２
時
〜

（
約
40
分
）

○
休
館
の
お
知
ら
せ

　

９
月
９
日
（
金
）
は
資
料
保

全
の
た
め
、
全
館
消
毒
を
し
ま

す
の
で
、
休
館
し
ま
す
。

夏
期
特
別
展

奥
田
政
行
シ
ェ
フ
の

イ
タ
リ
ア
料
理
体
験
教
室

　

山
形
県
・
庄
内
の
人
気
イ
タ
リ

ア
料
理
店
「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー

ノ 

」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
務

め
る
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
に
よ
る
料

理
体
験
教
室
で
す
。

■
と
き　

９
月
６
日
（
火
）　

午

前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
の
宿　

常と

も

え

茂
恵

（
土
原
）

■
内
容　

オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
イ

タ
リ
ア
ン（
金
太
郎
オ
イ
ル
漬
け
）

と
萩
魚
の
生
ハ
ム
を
主
に
使
用
し

た
奥
田
流
ア
レ
ン
ジ
料
理
を
調
理

■
講
師　

奥
田
政ま
さ
ゆ
き

行（
ア
ル
・
ケ
ッ

チ
ァ
ー
ノ 

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
食
材

費
）

■
持
参
品　

包
丁

問
い
合
わ
せ

ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合　
　

（
２
４
・
４
９
３
７
）

萩
中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

相
続
・
遺
言
等
に
関
す
る
疑
問

や
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

９
月
２
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

相
続
、
遺
言
等
に
つ
い

て
の
勉
強
会

■
講
師　

松
田
謙け
ん
た
ろ
う

太
郎（
公
証
人
）

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

８
月
26
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

目
の
健
康
講
座

　

目
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜
症
を

取
り
上
げ
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
、
眼
科
検
診
の
大
切
さ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
と
き　

９
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

【
第
１
部
】　

講
演
①
「
緑
内
障
に

つ
い
て
」
講
師　

石
田
康や
す
ひ
と

仁
（
山

口
大
学
眼
科
）、
②
「
糖
尿
病
網

膜
症
と
そ
の
治
療
に
つ
い
て
」
講

師　

木
村
和か
ず
ひ
ろ
博（
山
口
大
学
眼
科
）

【
第
２
部
】　

目
の
健
康
相
談
、
視

覚
福
祉
機
器
展
示

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

萩
博
物
館

マッコウクジラの腸にで
きるかたまり「龍

りゅうぜんこう

涎香」
（高砂香料工業蔵）

伝
説
の
ク
ジ
ラ

キ
ン
グ
を
追
え
！

︱
ピ
ノ
キ
オ
の

ク
ジ
ラ
探
訪
記
︱

☎
２
５
・
６
４
４
７
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日
（
金
）

■
対
象
者　

高
齢
者
・
障
が
い
者

お
よ
び
そ
の
家
族
、
支
援
者
、
福

祉
関
係
者
な
ど

■
相
談
内
容　

財
産
管
理
、
身
上

監
護
を
中
心
に
高
齢
者
・
障
が
い

者
に
関
す
る
問
題
全
般

■
申
込
方
法　

８
月
22
日
か
ら
９

月
22
日
ま
で
に
、
希
望
日
時
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
、
を
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口

へ
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
３
‐
０
０
４
８　

山
口
市

駅
通
二
丁
目
９
番
15
号　

リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口（
０
８
３
・
９
２

４
・
５
２
２
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
・

９
２
１
・
０
４
７
５
）

萩
・
維
新
塾
笠
山
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

〜
笠
山
の
魅
力
を
再
発
見
し

よ
う
〜

　

萩
・
維
新
塾
で
は
、
５
月
か
ら

若
者
に
よ
る
萩
の
ま
ち
づ
く
り
の

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
27

日
は
笠
山
の
楽
し
み
方
を
塾
生
が

提
案
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

■
内
容　

自
立
促
進
の
た
め
の
就

業
、
子
育
て
の
相
談
等

■
相
談
員　

母
子
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
員

■
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父

母
お
よ
び
寡
婦

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
２
３
・
２
４
９
０
）

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見

相
談
会

　

司
法
書
士
に
よ
る
訪
問
相
談
を

行
い
ま
す
。

■
と
き　

９
月
１
日
（
木
）
〜
30

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

○ハリーポッターと死の秘宝 PART2
　（３D、字幕版）
○名探偵コナン 沈黙の15分
○クレヨンしんちゃん　
〜嵐を呼ぶ黄金のスパイ大作戦〜
○ＳＵＰＥＲ８
○岳 

上映中
上映中〜8/19

8/13〜9/2
8/20〜9/9

 8/20〜9/16
■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

通行規制にご協力を！

■工事期間　８月下旬〜 11 月下旬
　終日（土日も含む）
■規制内容　車両片側交互通行

問い合わせ　
下水道建設課（２５・４６５１）

■下水道工事（無田ヶ原地区）

登城歯科
医院

小林自動車
整備工場
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

18㊍

　萩市長杯争奪バレーボール大会（高校女子の部）
9:00〜市民体育館

　川上地域職域ソフトボール大会
18:00〜川上中グラウンド

　福栄地域壮年ソフトボール大会（〜19日）
19:30〜福栄グラウンド

19㊎ 　むつみ地域ふれあいソフトバレーボール大会
19:30〜B＆G海洋センター体育館

20㊏
　田万川スポーツ少年団招待野球大会

9:00〜田万川グラウンド
　萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流大会
　（男子の部）　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

21㊐

　萩地区中学校新人ソフトテニス大会
8:30〜マリーナ萩

　朝日レディースバレーボール大会
8:30〜市民体育館

　トラップ・スキート射撃大会
10:00〜萩クレー射撃場

27㊏ 　萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流大会
　（女子の部）　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館

28㊐

　むつみ地域桃太郎杯軟式野球大会
8:30〜むつみグラウンド

　会長杯争奪大会兼西日本軟式野球大会（C級）
　（9/10・11・17・18・23・24）　　8:30〜萩スタジアム
　山口県体育大会予選ソフトボール（一般男子二部）

9:00〜萩スポーツ広場
　連盟会長杯ソフトテニス大会（一般の部）

9:00〜マリーナ萩
　福栄地域球技大会　　  9:00〜福栄グラウンドほか
●萩市民ソフトバレーボール大会　9:00〜萩武道館
　会長杯争奪卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
　萩オープンダブルステニス大会

9:00〜ラケットクラブ萩

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

13:00 〜むつみ総合事務所

●のびのび会
●乳幼児相談
●乳幼児健診

毎週㊌
17 ㊌
26 ㊎

9:00 〜川上保セ
9:30 〜川上保セ

13:00 〜旭マルチメディアセ
9:00 〜旭活性化セ

●とことこ教室
　運動教室（川上）
　乳がん検診
　健康運動教室（佐々並）

毎週㊌
22 ㊊
23 ㊋
25 ㊍

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
10:00 〜須佐郵便局
9:30 〜田万川保セ

9:30 〜やまびこ
9:30 〜弥富公民館
13:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

13:30 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ
10:00 〜やまびこ
9:30 〜やまびこ

　まちの保健室
　健康ちょきん教室
　弥富元気もりもり体操
　弥富ウエルネス教室
　活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
　アップアップ運動教室
　須佐ウエルネス教室
　健康・介護予防座談会
　弥富はつらつ楽食会

15 ㊊
18 ㊍
19 ㊎
22 ㊊
24 ㊌
25 ㊍

26 ㊎
29 ㊊
30 ㊋

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

16 ㊋
18 ㊍

22 ㊊
23 ㊋

25 ㊍

26 ㊎

29 ㊊
30 ㊋

　こころの相談日
●５か月児健康相談
　こころの相談日
　浜崎タマちゃん体操会
　ヘルシークラブ
　こころの相談日
●ポリオ予防接種
●10か月児相談　
　こころの相談日
●川島・土原・御許町・江向地区子育て輪づくり

●パパママセミナー
　男性健康料理教室
　こころの相談日
●ポリオ予防接種

10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜浜崎みんなの家

9:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

萩健康福祉センター ☎25・2667

17 ㊌
31 ㊌

　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00 〜
13:00 〜

13㊏〜31㊌
　「萩出身川村孫兵衛と石巻」写真展 9:00〜 萩図書館

17㊌ フェルトでふくろをつくろう 10:30〜 明木図書館
としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

20㊏ 講演「川村孫兵衛翁の功績について」
講師：中村芳生、小池太一 10:00〜 萩図書館

24㊌ へんしんことばクイズ 10:30〜 明木図書館

25㊍ 昭和38年の山口国体写真展
〜10/8 9:30〜 明木図書館

28㊐ リサイクル雑誌・新聞の日 9:00〜 萩図書館
30㊋ 茶話会 14:00〜 須佐図書館
31㊌ かみしばいをつくろう 10:30〜 明木図書館
【休館日】 須佐図書館：17㊌、22㊊、29㊊
            明木図書館：17㊌、22㊊、28㊐、29㊊

◆児童館（25･1025）【休館日】13㊏〜16㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス 19:00〜20:30
20㊏、27㊏ おひさまおはなし会（子ども図書館）  15:00〜
18㊍ ピヨピヨ「魚釣り遊び」 10:00〜11:30
24㊌ 夏休み宿題大作戦 10:00〜12:00

25㊍ 夏休み宿題大作戦 10:00〜12:00
子育て相談 10:00〜11:30

29㊊ 夏休み宿題大作戦 10:00〜12:00
13:00〜16:00

◆ふたば園（22･2877）
23㊋、30㊋
 　　おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

23㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 13:00〜14:00
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、29 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

21日㊐
28日㊐

［内科］
［内科］

弥富（弥富下）
松原（須佐）

08387・8・2311
08387・6・5055

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

情報カレンダー
●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

16㊋ ●心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 田町（東田町） 24･1234
内科 萩市民（椿） 25･1200

17㊌ 外科 平岡（新川東） 25・7100
内科 山本（椿東） 26・0077

18㊍ ●行政相談 （10:00〜/むつみコミュニティセンター）外科 都志見（江向） 22・2811
●行政相談　　　　　　　　　　　　　（13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 藤原（土原） 22・0781

19㊎
●萩市学校教育研究発表大会 （8:30〜/市民館大ホール）外科 池本（玉江浦） 25･7575
●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）内科 玉木（瓦町） 22･0030
○救護所盆踊り大会 （19:00〜/救護所）

20㊏
○長岡あゆみピアノ＆広島VAN弦楽四重奏団によるサマーコンサート 外科 萩市民（椿） 25･1200

（14:00〜/市民館大ホール）内科 中坪（今魚店町） 22･5430
●萩ふるさとづくり盆踊り大会 （18:50〜/明倫小学校グラウンド）

21㊐
外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 あおぞら（御許町） 26・4182

22㊊ ○山口県高等学校生徒商業研究発表大会 （11:30〜/市民館大ホール）外科 MP萩（堀内） 24･0082
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

23㊋
●人権・行政出張相談 （9:00〜/大島公民館）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●心配ごと相談 （9:30〜/弥富老人憩の家）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
●萩おもしろ雑学セミナー （9:30〜/佐々並公民館）
○青少年育成市民会議映画上映会 （18:40〜/須佐文化センター）

24㊌ ●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 花宮（平安古町） 25･8738
○陸上自衛隊第13音楽隊と市民の夕べ （18:00〜/市民館大ホール）内科 萩市民（椿） 25･1200

25㊍ ●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 都志見（江向） 22・2811
○たまがわ夏まつり （17:00〜/江崎弁天公園）内科 市原（塩屋町） 22・0184

26㊎ ●萩おもしろ雑学セミナー （20:00〜/大島公民館）外科 めづき（土原） 22・2248
内科 めづき（土原） 22・2248

27㊏ ●萩・維新塾笠山プロジェクト （10:00〜/笠山山頂ほか）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●映画「もも子、かえるの歌がきこえるよ。」（①13:30〜、②19:00〜/市民館大ホール）内科 柳井（橋本町） 22･0748

28㊐
●山口国体・山口大会クリーンアップ大作戦　　　（8:00〜/市内各競技会場周辺）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 波多野（堀内） 25･2788
産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 いまだ（今古萩町） 26・2771

29㊊
外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 萩むらた（今古萩町）25・9170
小児科いわたに（椿東） 24・2100

30㊋
●萩おもしろ雑学セミナー （10:00〜/須佐公民館）外科 田町（東田町） 24･1234
●心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
●萩おもしろ雑学セミナー （19:00〜/市民館）

31㊌ 外科 平岡（新川東） 25・7100
内科 山本（椿東） 26・0077

日月火水木金土
51 2 3 4 6

87 10 11 12 13
16

22 23
14 18 19 2017
21 26 2725
15

29 30 3128
24

9

16→31日 日

8
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田中　出穂　　淳美（田中）
後根　哲也　　香澄（西嶋）
藤井　智徳　　百合枝（藤本）
髙松　俊博　　さおり（藤井）
坂村　雅夫　　裕子（吉屋）

今魚店町98-4（今魚店町）
三見3350-8（三見浦5）
須佐4287-1（本町上）
椿東610-8（中津江の1）
三見88（三見中山）

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより 本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※７月16日〜７月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成 23 年７月末日）
　人　口／54,336人（前月比ー27）    　男／24,933人（前月比ー8）
　世帯数／24,284世帯（前月比ー14）   女／29,403人（前月比ー19）
　出　生／33人　死亡／64人

　萩市北部の田万川地域小川地区は、堆肥と土壌改
良材で積極的に土作りを行い、有機質肥料で糖度の
高い梨作りに取り組むとともに、より安全安心に召
し上がっていただくことができるおいしい梨を目指
し日々作業されています。
　太陽の光をふんだんに浴びるよう袋をかけない無
袋栽培の幸水は「サン幸水」として、とても人気が
あるほか、シャリシャリとした食感とたっぷりの果
汁にあっさりとした味わいの「二十世紀」を中心に
栽培。現在、ともに出荷の最盛期を迎えています。
　ちなみに梨は、水分と食物繊維が比較的多く、便
をやわらかくする糖アルコールの一種「ソルビトー
ル」を含んでいるので便秘予防に効果があるほか、
高血圧予防に効果があるカリウムや、利尿作用に有
効なアミノ酸の一種の「アスパラギン酸」などが含
まれています。

の

果物/野菜

表紙

　福井下金峯（みたけ）と川上地域との境にあり、
高さ 15 ｍ、幅 2 ｍ。名前の由来は、狩猟の途中に
通りかかった藩主が壮観な眺めに感動し手にした扇
を落としたからとも、滝の流れが白扇をさかさまに
したように見えるからとも言われています。
撮影　藤田正利（椿、シャッタークラブだいだい）
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